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【能登町役場】☎62-1000（代）　

能都庁舎（FAX62-4506）
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　監理課☎62-8504
　税務課☎62-8505
　収納対策室☎62-8506
    環境対策課☎62-8507

　町民課☎62-8500
　能都サービス室☎62-8500
　ふるさと振興課☎62-8532
　海洋深層水対策室☎62-8533
　会計課☎62-8509

柳田庁舎（FAX76-0039）
　広報情報推進課☎76-8301
　農林水産課☎76-8302

　柳田サービス室☎76-8300
　農業委員会☎76-8303
　建設課☎76-8304

内浦庁舎（FAX72-2108）
　健康福祉課
　（児童保育）☎72-2512
　（医療介護）☎72-2502
　（福祉庶務）☎72-2503

　（健康推進）☎72-2504
　（包括支援）☎72-2513
　内浦サービス室☎72-2500
　上下水道課☎72-2507　
　教育委員会事務局☎72-2509
　　
議会庁舎
　議会事務局☎76-8310

法務大臣表彰

認知症

バイオマスタウン推進

ニュース

講演会

お知らせ

能登町音頭のＣＤを販売します。

義援金総額12,421,735円（11/10 現在）
皆さんの善意は必ず被災地へ届けます。

墓地公園の申し込みを受け付けます。

平成24年度の申請受け付けが始まります。

能登町音頭

東日本大震災義援金

能登町墓地公園

能登町エンデバーファンド 21 お知らせ

お知らせ

お知らせ

募集

　能登町音頭のＣＤが完成しました。12 月 1 日から
1 枚千円で販売します。

〈購入先〉
　能都庁舎　総務課☎ 62-8510
　柳田庁舎　柳田サービス室☎ 76-8300
　内浦庁舎　内浦サービス室☎ 72-2500
○郵送を希望される人は、請求手続きを町ホームペー
ジでご確認ください。

能登町音頭
　作詞　朝倉　修　　補作　志賀大介
　作曲　乙田修三　　編曲　池多孝春
　歌　　永井裕子（キングレコード）

問総務課☎ 62-8510

　義援金の受け付けは、各庁舎、支所、出張所で引き
続き行っています。今後ともご協力をお願いします。
　10 月 11 日から 11 月 10 日に役場窓口で義援金を
受け付けた団体（敬称略）
・橘唄う会

問総務課☎ 62-8510

　墓地公園の拡張整備工事が終了しました。各区画の
申し込みを下記のとおり受け付けます。

〈区画数〉４㎡：67 区画　　5 ㎡：60 区画
〈永代使用料〉4 ㎡：32 万円　　5 ㎡：40 万円
〈管理料〉2 万円（10 カ年分）
〈申込資格〉①能登町に住所を有する人
②申請日までに、能登町に 1 年以上本籍を有した人

〈受付開始日〉12 月 12 日㈪から
　　　　　  　受付時間は 9:00 ～ 16:30

〈申込先〉役場環境対策課
　問環境対策課☎ 62-8507

　住民主体のまちづくり活動を支援する「公益信託能
登町エンデバーファンド 21」。平成 24 年度の第 1 次
申請が下記のとおり始まります。
　記入事項はそれほど難しいものではありませんの
で、気軽に提出してください。

〈支援活動〉
①まちづくり活動の調査研究
②地域の環境保全・改善などの企画や提案作り
③まちづくり活動に取り組むグループ相互間の交流・
情報交換など
④地域振興、観光振興などのための施設整備　など

〈受付期間〉12 月 12 日㈪～平成 24 年 1 月 31 日㈫
〈申請書配布場所〉興能信用金庫本店、町内各支店
〈問い合わせ〉役場企画財政課☎ 62-8503
　　　　　  　興能信用金庫本店☎ 62-1122
　　　　　  　㈱しんきん信託銀行☎ 03-3564-8465

【過去の支援事例】
○特産品開発・製造（みそ、梨、山菜、イカ、山芋、
マキリ、キリシマツツジ、凧など）
○創作太鼓で町づくり
○豊かな自然の保全（ホタル）
○文化伝承・保存（ごいた、地区唄、祭り、和紙、紙
芝居、方言・ことわざなど）
○新産業の創出（バイオマス、モロコ、どじょうなど）
○施設整備と施設を拠点とした活動や体験学習

梶原征一郎さん（上長尾）と紙子昭佐久
さん（宇出津）に保護司の法務大臣表彰

認知症講演会～ひまわりネットワーク～

ペレットストーブ購入に5万円の補助

　長年にわたり、保護司として犯罪や非行をした人の
更正を助け、地域の犯罪や非行の防止を図ってきた梶
原征一郎さん（69）＝上長尾＝と紙子昭佐久さん（70）
＝宇出津＝が、法務大臣表彰を受賞。10 月 26 日の
県更正保護大会で表彰の伝達が行われました。

　認知症になっても安心して暮らせる町になるよう、
認知症について学んでみませんか。

〈日時〉12 月 10 日㈯　13:30 ～ 15:30（開場 13:00）
〈場所〉能都庁舎　４階大集会場
〈内容〉
①寸劇「みんなで支えあって」町老人保健ビジター
②認知症講演　講師：平松茂医師（公立能登総合病院
精神センター長）　
※会場内には、体験コーナー（５分でできる認知症
診断、認知症予防ゲーム）や介護相談・健康相談、福
祉用具紹介コーナーもあります。

〈申し込み・問い合わせ〉能登町地域包括支援センタ
ー（健康福祉課内）☎ 72-2513

　能登町は、ペレットストーブを購入・設置された人
に費用の一部を助成しています。
　ペレット燃料は、木くずなどか
らできているので、環境にやさし
い燃料です。木を燃やす柔らかい
炎で、あなたの家でもできるエコ
活動を始めましょう。

〈対象となる人〉・町内の住宅、事
業所に設置する人
・町税などの未納がない人

〈対象ストーブ〉
・木質ペレットのみを燃料としていること
・燃料の定量的供給ができるもの
・未使用のものであること

〈補助額〉購入費用の２分の１に相当する額（上限
５万円）※予算がなくなり次第終了

問ふるさと振興課☎ 62-8532

ふるさと納税ニュース

神和住純さんが今年も「ふるさと納税」

　10 月 22 日、能登町ゆかりの元プロテニスプレー
ヤー神和住純さんから、3 回目となる「ふるさと能登
町応援寄附」をいただきました。
　平成 11 年から開催している「神和住純杯エンジョ
イ・テニス・フェスティバル」のために今年も来町し
た神和住さん。「町のスポーツ振興に役立ててくださ
い」と持木町長に手渡しました。

共に平成 4年から 19 年間にわたって保護司として活動してき
た梶原さん（左）と紙子さん

▲国民宿舎やなぎだ
荘に設置されている
ペレットストーブ

1415

年末年始のごみ収集 ･ 受け入れ
24日㈯ 25日㈰ 26日㈪ 27日㈫ 28日㈬ 29日㈭ 30日㈮ 31日㈯ ～3日㈫ 4日㈬

ごみ収集
能都地区

×
×

収集カレンダーのとおり
×

収集カレンダーのと
おり内浦地区

柳田地区
奥能登ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ ● ● ● ● ● ● ●
能都埋立処分場 ● ● ● ● ● ● ●

し尿収集
（のとクリーンサービス）

× × ● ● ● × × × ●
年内の汲み取り・清掃を希望の人は 12 月 15 日㈭までにのとクリーンサービス（☎62-4400）まで申し込みください。

●受け入れ（8:30～16:30）　×休業　　※ 能登三郷斎場は 1 月 1 日のみ休み 問 環境対策課 ☎ 62-8507



【入札結果】
10月16日～11月15日

件　  名 場所 担当課 契約額（税込） 落札者

柳田地区　鴨川工区　法面保護工事 鴨川 農林水産課 5,040,000 円 ㈲モアグリーン

林道宮地線　舗装工事 宮地 農林水産課 6,825,000 円 丸建道路㈱

町道 2級柿生 1号線　舗装工事（その 2） 柿生 建設課 5,355,000 円 丸建道路㈱

町道 1級神和住柳田 1号線　舗装工事（その 2） 神和住 建設課 7,822,500 円 ㈱ソテック

町道 2級宇出津 8号線　災害防除工事 宇出津 建設課 9,555,000 円 ㈱ランドスケープ開発

城野団地 17 号棟　建設工事（建築） 宇出津
山分 建設課 23,299,500 円 道下工務店

百万脇送水ポンプ場　機械設備工事 柳田 上下水道課 13,282,500 円 ㈱柿本商会

本木地区　配水管布設工事 本木 上下水道課 13,933,500 円 山本鉄工所

基幹系用端末購入（クライアント） 金沢市 広報情報推進課 9,240,000 円 ㈲大森啓文社

大平地区　配水管布設工事 上町 上下水道課 10,500,000 円 四辻管工業㈱

広報紙では、契約金額が500 万円以上の入札結果を掲載しています。全入札結果は
町ホームページに掲載していますので、ご覧ください。　　　問監理課☎62-8504
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悪質商法

電子申告

宝くじ助成金

町営住宅

税金 / 保険料

お願い

お知らせ

消防

募集

納期

「数珠の送り付け商法」に気をつけて！！

地方税電子申告・申請のご案内

女性消防隊の活動備品を購入

町営住宅入居者を募集します。

今月の納期限は 12 月 26 日㈪です。

〈募集期間〉12 月 16 日㈮まで
〈対象住宅〉

ひかり団地（国光レ部 38）　1 戸（３ＤＫ）
　家賃：所得によって月額約 17,000 ～ 25,000 円
さくら団地（柳田龍部 14 番地）　1 戸（３ＬＤＫ）
　家賃：月額 30,000 円
桜木住宅（鵜川 30 字１番地）　2 戸（２ＤＫ）
　家賃：所得によって月額約 17,000 ～ 25,000 円

〈入居資格〉
①能登町に住所を有する人（予定者含む）
②住宅に困窮していることが明らかな人
③町税などの滞納がない人
④収入基準　
　入居者の所得月額が158,000円未満（ひかり・桜木）
　　　　　　　　　　158,000円以上（さくら）
⑤単身の人よりも複数世帯を優先します。

問建設課住宅係☎ 76-8304

　「亡くなった妻あてに数珠が送られてきて、19,800
円を請求された。業者に電話したところ、『１年前に
電話で注文を受けた』と言っている。どうしたらよい
だろうか」という相談が石川県内でありました。
　新聞の「お悔やみ」欄に載っている、亡くなった方
の氏名や住所宛てに送り付けたものだと考えられま
す。そのようなモノが送られて来たら、お金を振り込
む前にご相談ください。

問ふるさと振興課☎ 62-8532

　町は、12 月 19 日㈪から地方税電子申告・申請（エ
ルタックス）の受け付けを開始します。
　地方税の申告の一部が、自宅やオフィスのパソコン
からインターネットを利用して行うことができます。

〈利用できる手続き〉
・給与支払報告書・法人町民税申告書・償却資産申告書
※能登町では、電子納税には対応していません。

問㈳地方税電子化協議会☎ 0570 – 081459
                               役場税務課☎ 62–8505

　㈶自治総合センターが行う「コミュニティ
助成事業、地域防災組織育成補助事業」の助成を受け
て、軽可搬消防ポンプ一式等を購入。姫女性防火クラ
ブに配備しました。｢ 宝くじの社会貢献広報事業 ｣ と
して、地域のコミュニティ
活動の充実・強化のため、
宝くじの助成金で整備され
るもので、姫女性防火クラ
ブの日ごろの地域防災活動
が認められました。

〈税　金〉固定資産（都市計画）税第 3 期
　　　　  国民健康保険税第 6 期

〈保険料〉介護保険料第 6 期
　　　　  後期高齢者医療保険料第 9 期
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町道の除雪お願い

除雪に関する要望はまず町会長・区長へ

　町道は国・県道に比べると幅員が狭く、除雪機が入
らない道路があるなど完全な除雪ができないことがあ
ります。除雪が順調に進むように、次のことに注意し
てください。

①自動車の路上駐車・路上放
置は絶対にしないでください。
②除雪機の前後に飛び出した
り、進行の妨げにならないよ
うにしましょう。
③屋根雪や住宅前の除雪は各
自で行ってください。
④狭い路地などは町内のみん
なで除雪しましょう。
⑤道路 ( 特に通学路・歩道 ) に面する屋根には、雪止
めをして事故防止に努めましょう。
⑥各町内にある消火栓・防火水槽・ごみ収集箱付近の
除雪は町内みんなで行いましょう。
⑦除雪に際して、やむなく民地へ雪を押し出す場合も
ありますが、ご容認ください。
⑧除雪に関する問題については、まず町会長・区長ま
でご相談ください。

問建設課☎ 76-8304

D-1 級軽可搬消防ポンプ

▲カセットテープでロシア民謡「カチューシャ」を流す
　金七さん
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INFORMATION
まちからのお知らせ＆ニュース
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11 月の新刊案内

人生、これからや！　コシノジュンコ
謎解きはディナーのあとで ２　東川篤哉
ヒア・カムズ・ザ・サン　有川　浩
実はボク、コンカツ中です。　細川貂々　
うから　はらから　阿川佐和子　ほか　

行事あんない

　■おはなし会　　　14 日㈬ 15:30
　■おはなし学習会　14 日㈬ 19:30
　■おはなし勉強会　18 日㈰ 13:30 
　■読書会　　　　　21 日㈬ 13:30 

〈開館時間〉水～日曜日 9:00 ～ 17:00
〈休館日〉月曜日、火曜日、祝日

こどもみらいセンター　☎ 62-1503　★：対象未就園児の親子

◆開館時間 9:15 ～ 17:00　◆休館日  月曜日、第３日曜日、28日～1月4日
3 日㈯ 10:00　ごいた・餅つき大会
9 日㈮ 10:30　★ふれあいタイム

16 日㈮ 10:30　★身体計測
17 日㈯ 13:30　ノームクリスマス会（幼児は保護者同伴）
25 日㈰ 10:30　親子で門松作り（小学生親子対象・要申込）

まつなみキッズセンター　☎ 72-0269

◆開館時間 10:00 ～ 18:00　◆休館日  日曜日、月曜日、29 日～ 1 月 3 日
7 日㈬ 15:00　読み聞かせボランティア「ひまわり」
9 日㈮ 15:30　ペン上手（硬筆学習）

14 日㈬ 15:00　クリスマスミニお茶会
17 日㈯ 13:30　こどもケーキ作り教室（材料費 200 円・要申込）
　　　　　　　　※松波公民館と合同開催
21 日㈬ 15:00　あっぷるたいむ「ふれあいレクリエーション」
22 日㈭ 15:30　ペン上手（硬筆学習）
23 日㈮ 14:00　読み聞かせボランティアひまわり「ひまわりお楽しみ会♪」

○穴水まいもんまつり “冬の陣” かきまつり
〈日時〉1 月 10 日㈫～ 3 月 31 日㈯
〈見所〉焼きがきやカキフライなど、かきづく
しのフルコースが加盟店でご堪能いただけま
す。先立って行われる試食会のモニター募集
は 12 月中旬より開始。詳細は穴水町ホーム
ページで。
問観光交流推進室☎ 0768-52-3790

○ゆく卯（とし）くる辰（とし）
〈日時〉12 月 31 日㈯　23:10 ～
〈場所〉總持寺祖院
〈見所〉「静と動の響き」と題して、除夜の鐘

が鳴り響くなか新年への祈りを込めて御陣乗
太鼓の実演や開運餅まきなどが行われます。

○珠洲吹奏楽祭
〈日時〉12 月 11 日㈰　13:30 ～
〈場所〉ラポルトすず
〈見所〉今年最後の演奏会に、心をこめて「音

楽」の贈り物。入場料は 500 円です。
問ラポルトすず☎ 82-8200
ホームページ　http://www.laporte-suzu.jp/

能登町からの情報として、2市 1町の広報紙

に「あえのこと（合鹿庵）」を紹介しました。

穴
水
町

輪
島
市

珠
洲
市

※大会案内や結果は、主催者、学校、スポーツ少年
　団などからの報告により掲載しています。

 ■神様の女房 
 　髙橋誠之助
　 パナソニックを一代でつくり
あげた経営者・松下幸之助。その
成功を陰で支え続けた妻、むめの
の物語。

■不妊治療、やめました 
堀田あきお＆堀田かよ

　手塚治虫に師事した漫画家
堀田あきお。妻かよとの 10 年
間にわたる不妊治療の末、ふ
たり暮らしを選択。夫婦の絆
を考えるコミックエッセイ。

スポーツ
カルチャー
案内＆結果

Let's
 Enjoy Sports

 and  cultu
re

第13回中日本選抜きらりカップ富山ミニ
バスケットボール大会（10/29・30）
①宇出津女子ミニバス第 28 回石川県シンクロナイズド・ト

ランポリン競技選手権（10/30）
〈カルテットの部〉①団子石和美（松

波小 6 年）、新谷萌恵（同）（上戸ト
ランポリン教室）③千間風花（宇出津
小 4 年）道下真優（同）花森翔子（松
波小 4 年）布久保鈴音（同）（つばさ
トランポリンクラブ）

町スポー
ツ少年団オータム・リーダースクール2011
　11 月 5 日と 6 日の両日、町スポーツ少年団オータム・リーダー
スクールが内浦総合運動公園と能登少年自然の家で開催され、団員
81 人と、指導者、保護者など約 100 人が参加しました。
　この活動はスポーツ少年団の小学 5・6 年生以上を対象に、リー
ダーを育成することを目的として、毎
年開かれています。
　今年は、キックベースボールやオリ
エンテーリングなどで交流し、団体生
活を通して、協調性やリーダーとして
の心構えを学びました。

小学生体力づくり教室
　11 月 10 日 に は、
能登町スポーツ振興
事業団が行っている

「小学生体力づくり
教室」の最終回が内
浦スポーツ研修セン
ターで開催されました。
　５月から 24 回にわたって開かれた教室の最終日
も、全児童 15 人が元気いっぱいに運動を楽しみま
した。

オリエンテーリングで交流す
る団員ら

響き合う「文化」のハーモニー。能登町民文化祭

コーラス　うしつしおさい

　第 7回能登町民文化祭は 11 月 5 日
と 6 日の両日、内浦総合運動公園内
の各施設を会場に開催されました。
　内浦体育館で展示された芸術部門
は、絵画や書道、盆栽、陶芸など約
450 人が出品。多くの人が鑑賞に訪れ
ていました。
　23 の個人や団体が日ごろの練習の
成果を披露した芸能部門は、内浦第二
体育館で発表されました。大正琴や民
謡、舞踊、コーラスなどが次々と披露
され、満員の会場は大きな拍手で包ま
れていました。また、町立美術館では
黒川出身の画家西房浩二さんの特別展
が開催されました。（関連 26・27 ㌻）

上 _華麗な舞踊を披露した珠
山会の皆さん
左 _芸術部門の様子。趣向を
凝らした作品は見る人を魅了
していた
右 _菊花大賞を受賞した雲谷
邦弘さんの作品


